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ガラス固化体 vitrified waste 

 

［簡単に］ 

再処理後に残る高い放射能を持つ廃液を、ガラスに混ぜ込んで固めたもの 

 

［詳しく］ 

原子力発電所で使われた燃料から取り除かれた、高い放射能を持つ廃液や、それを固め

たものを、「高レベル放射性廃棄物」と言います。ガラス固化体は、液状の高レベル放射性

廃棄物を、熱で溶かしたガラスに混ぜ込んで、ステンレスの缶の中に入れて固めたもので

す。その放射能を含む廃液の成分は、ガラスと一体化して割れても出てきません。これを

地中深くに埋めることで、最終処分することになっています。 

 

［角度を変えて］ 

福島第一原子力発電所事故後、原子力発電所から出る使用済燃料を再処理するかどうか

については議論がありました。国としては、使用済燃料を再処理しないでそのまま処分す

る研究も新たに方針として挙げつつも、再処理を進め、ガラス固化体の製造をすることに

しています。 

日本では、1977 年からガラス固化体の製造をしてきましたが、2011 年 12 月時点までに

ガラス固化体として貯蔵されているものは、青森県六ヶ所村と茨城県東海村の 2 箇所の再

処理施設で、合わせて 1,780 本です。それ以外に海外に再処理を委託した結果できるガラ

ス固化体があと約 872 本分追加され、国内に保管している使用済燃料を再処理すれば、さ

らに約 24,700 本のガラス固化体が追加される計算になります。使用済燃料を再処理してガ

ラス固化体を製造する六ヶ所村の再処理施設では、2008 年にガラス固化体の製造工程でト

ラブルが発生し、まだ本格的な運転に至っていませんが、再処理工場の完成に向けて最終

的な準備を進めています。 

 

［誤解に注意］ 

・ガラスは壊れやすいので、放射性物質が出てきやすいのではないかと誤解される場合が

ある。色ガラスの事例を用いて、放射能を含む廃液の成分はガラスと一体化して割れて

も出てきにくいことや、地下に埋めた際にガラスは地下水に溶けにくく、放射性物質を

閉じ込めるのに適したものであることなどを説明する必要がある。 

・「ガラスに閉じ込める」と言われることがあるが、ガラス瓶に廃液を入れるという誤解を

生むこともあり、ガラスの壊れやすさがより連想されやすくなるので、「ガラスに混ぜ込

む」と言う方が内容が伝わりやすい。 

・2011 年 12 月末現在、六ヶ所村に貯蔵されているガラス固化体 1,533 本は、海外の再処理
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施設で製造したものが 1,414 本、六ヶ所村の再処理施設で製造したものが 119 本である。

東海村に保管されているガラス固化体 247 本は、日本原子力研究開発機構（JAEA）によ

る国産技術で製造したものである。 

 

[わかりやすく伝えるポイント] 

・「高レベル放射性廃棄物」を理解してもらっていれば、「ガラス固化体」の意味も説明し

やすい。まずは、高レベル放射性廃棄物（→見出し項目参照）の[簡単に][詳しく]の説

明をしてから、ガラス固化体の説明に入ったほうがよい。 

・ガラス固化体は、再処理しなければ製造する必要のないものであることを伝えるべきで

ある。高レベル放射性廃棄物は、使用済燃料からウランとプルトニウムを取り出した後

に残るものであり、それは高レベル放射性の廃液であるが、それをガラスに混ぜ込んで

固めたものがガラス固化体である。 

・高温のガラス固化体が年数の経過によって、どのように冷めていくかについては、次の

ように説明することが考えられる。「放射能によって生じる熱（→崩壊熱）を冷ますため

に、地中に埋める地層処分をする前に 30 年から 50 年程度、青森県六ヶ所村の施設（高

レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター）に貯蔵しておきます。ガラスで固めた直後は、

ガラス固化体 1 本あたり 2300W 程度の熱がありますが、30 年経過すると、１本あたり約

560Ｗ、50 年で約 350Ｗにまで下がります。この段階にまで下がれば、大雑把に言って、

こたつ（500Ｗ程度）から出る熱と同じ程度です。」 
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［図解のポイント］ 

・［詳しく］［角度を変えて］にあたるような説明を行う際は、下のような写真を見せなが

ら、丁寧に説明することが望まれる。 

 

 

［関連語］ 

再処理 → 親見出し参照(p141) 

高レベル放射性廃棄物 → 親見出し参照(p161) 

地層処分 → 親見出し参照(p167) 
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